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横　

山　
　
　

彰

は　

じ　

め　

に

人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
と
し
て
認
識
さ
れ
る
日
本
に
お
い
て
、
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
都
市
の
あ
り
方
が
議
論
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
巡
る
議
論
で
あ
る
。
日
本
に
先
立
ち
、
Ｅ
Ｕ
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
は
、「
持
続
可
能

な
発
展
」（Sustainable D

evelopm
ent

）
の
理
念
に
沿
っ
た
「
持
続
可
能
な
都
市
」（Sustainable City

）
を
実
現
す
る
た
め
に
、

一
九
九
〇
年
代
か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
構
造
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
構
造
を
有
す
る
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
が
単
独
で
は
な
く
、
他
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
相
互
に
連
携
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
を
も
つ
都
市
圏
構
想
が
、
縮
退
す
る

方
向
で
の
政
策
対
応
で
は
な
く
グ
リ
ー
ン
成
長
を
め
ざ
す
政
策
対
応
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
（O

ECD
, 2012

）。

ま
た
日
本
で
も
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
核
と
す
る
「
高
次
地
方
都
市
連
合
」（
国
土
交
通
省
、
二
〇
一
四
）、「
地

方
中
枢
拠
点
都
市
圏
」（
総
務
省
、
二
〇
一
四
）
が
示
さ
れ
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
二
〇
一
五
年
改
訂
版
）」
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で
地
方
創
生
施
策
と
し
て
「
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
」
が
策
定
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
（
総
務
省
、
二
〇
一
五
、
二
〇
一
六
、
二

〇
一
八
）。

本
稿
の
目
的
は
、
連
携
中
枢
都
市
圏
の
実
態
把
握
を
通
し
て
、
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
が
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
に
寄
与
で
き

る
か
を
検
討
す
る
た
め
の
考
察
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
連
携
中
枢
都
市
圏
は
都
市
圏
を
形
成
す
る
市
町
村
の
連
携
協
約
に
基
づ
き
形

成
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
、
以
下
で
は
、
連
携
中
枢
都
市
圏
及
び
連
携
中
枢
都
市
・
連
携
市
町
村
を
地
域
社
会
と
し
て
考
え
る
。

ま
た
、
持
続
可
能
性
は
、
環
境
と
経
済
だ
け
で
は
な
く
社
会
を
含
め
た
よ
り
広
い
人
間
を
取
り
巻
く
シ
ス
テ
ム
が
長
期
的
に
維
持
・

保
全
さ
れ
発
展
で
き
る
こ
と
を
含
意
し
、
人
口
や
経
済
や
財
政
や
環
境
な
ど
の
指
標
で
把
握
さ
れ
て
い
る
。

次
の
一
は
、
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
る
「
連
携
協
約
」
の
制
度
導
入
や
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
に
関
す
る
制
度
の
内
容
や
取
組
状

況
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
に
関
す
る
実
態
を
把
握
す
る
。
二
は
、
そ
う
し
た
実
態
把
握
を
基
に
、
コ
ン
パ
ク

ト
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
意
味
内
容
を
検
討
し
つ
つ
、
連
携
中
枢
都
市
圏
の
一
つ
で
あ
る
北
九
州
都
市
圏
域
を
事
例
に
し
て
、
連

携
中
枢
都
市
圏
構
想
が
地
域
社
会
の
持
続
可
能
に
寄
与
で
き
る
か
を
検
討
す
る
た
め
の
考
察
を
行
う
。
最
後
の
三
で
、
簡
単
に
結
論

を
述
べ
る
。

一　

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
の
実
態

総
務
省
の
「
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
推
進
要
綱
」
に
よ
れ
ば
、「
連
携
中
枢
都
市
圏
は
、
連
携
中
枢
都
市
と
な
る
圏
域
の
中
心
市
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と
近
隣
の
市
町
村
が
、
連
携
協
約
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
二
年
法
律
第
六
七
号
）
第
二
五
二
条
の
二
第
一
項
）
を
締
結
す
る
こ
と

に
よ
り
、
形
成
さ
れ
る
圏
域
で
あ
る
」（
総
務
省
、
二
〇
一
六
、
二
頁
）。

地
方
自
治
法
第
二
五
二
条
の
二
第
一
項
で
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
自
ら
の
行
政
区
域
及
び
他
の
普
通
地
方
公
共
団
体
の
行

政
区
域
に
お
け
る
事
務
の
処
理
に
関
し
て
連
携
を
図
る
た
め
、
協
議
に
よ
り
連
携
し
て
事
務
を
処
理
す
る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

方
針
及
び
役
割
分
担
を
定
め
る
協
約
（
以
下
「
連
携
協
約
」
と
い
う
）
を
当
該
他
の
普
通
地
方
公
共
団
体
と
締
結
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
い
う
内
容
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
連
携
協
約
制
度
は
、周
知
の
よ
う
に
、第
三
〇
次
地
方
制
度
調
査
会
の
「
大
都
市
制
度
の
改
革
及
び
基
礎
自
治
体
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
に
関
す
る
答
申
」（
総
務
省
、
二
〇
一
三
）
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
一
四
年
五
月
三
〇
日
に
公
布
さ
れ
た
「
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成
二
六
年
法
律
四
二
号
）
に
よ
り
創
設
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
の
目
的
は
、「
地
域
を
活
性
化
し
経
済
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
、
国
民
が
安
心
し
て

快
適
な
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
地
域
に
お
い
て
、
相
当
の
規
模
と
中
核
性
を
備
え
る
圏
域
の
中
心
都
市

が
近
隣
の
市
町
村
と
連
携
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
『
経
済
成
長
の
け
ん
引
』、『
高
次
都
市
機
能
の
集
積
・

強
化
』
及
び
『
生
活
関
連
機
能
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
』
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
も
一
定
の
圏
域

人
口
を
有
し
活
力
あ
る
社
会
経
済
を
維
持
す
る
た
め
の
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
」
で
あ
る
（
総
務
省
、
二
〇
一
六
、
一
頁
）。

以
下
で
は
、
総
務
省
の
「
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
推
進
要
綱
」（
総
務
省
、
二
〇
一
六
）
に
基
づ
き
、
連
携
中
枢
都
市
圏
に
関
す

る
制
度
の
内
容
を
、
い
ま
少
し
み
て
お
こ
う
。

連
携
中
枢
都
市
は
、
原
則
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
①
か
ら
③
ま
で
の
要
件
の
す
べ
て
を
満
た
す
市
を
い
う
。 

①
指
定
都
市
ま
た
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は
中
核
市
で
あ
る
こ
と
、
②
昼
夜
間
人
口
比
率
が
お
お
む
ね
一
以
上
で
あ
る
こ
と
、
③
当
該
市
が
所
在
す
る
地
域
が
、
原
則
と
し
て
、

三
大
都
市
圏
の
区
域
外
に
所
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に
係
る
連
携
協
約
は
、
連
携
中
枢
都
市
と
し
て
の
宣
言

を
行
っ
た
一
つ
の
連
携
中
枢
都
市
（
宣
言
連
携
中
枢
都
市
）
と
、
そ
の
近
隣
の
一
つ
の
市
町
村
が
、
圏
域
全
体
の
経
済
を
け
ん
引
し

圏
域
の
住
民
全
体
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
推
進
要
綱
に
規
定
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
に
お
け
る
議
会
の
議
決
に
基
づ
き
締
結
・
変
更
さ
れ
る
。
宣
言
連
携
中
枢
都
市
は
、
原
則
と
し
て
、
少
な
く
と
も
経
済
的
結
び

つ
き
が
強
い
通
勤
通
学
割
合
が
〇
・
一
以
上
で
あ
る
全
て
の
市
町
村
と
連
携
協
約
締
結
の
協
議
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に
係
る
連
携
協
約
を
締
結
す
る
近
隣
の
市
町
村
が
連
携
市
町
村
で
、
連
携
市
町
村
は
、
宣

言
連
携
中
枢
都
市
と
近
接
し
、
経
済
、
社
会
、
文
化
又
は
住
民
生
活
等
に
お
い
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
市
町
村
で
あ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
連
携
中
枢
都
市
圏
の
形
成
の
手
順
は
、
①
連
携
中
枢
都
市
宣
言
書
の
作
成
・
公
表
（
地
方
圏
に
お
い
て

相
当
の
規
模
と
中
核
性
を
備
え
る
圏
域
の
中
心
都
市
が
宣
言
）、
②
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に
係
る
連
携
協
約
（
宣
言
連
携
中
枢
都

市
と
連
携
市
町
村
と
一
対
一
協
約
）
の
締
結
、
③
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
（
宣
言
連
携
中
枢
都
市
が
各
連
携
市
町
村
と
当
該
市

町
村
に
関
連
す
る
部
分
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン
）
の
策
定
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
の
以
前
に
も
、
人
口
五
万
人
程
度
以
上
の
中
心
市
と
近
隣
市
町
村
が
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、
圏
域
全
体
で
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
地
方
圏
へ
の
人
口
定
住
促
進
を
め
ざ
し
地
方
圏
に
お
け
る
「
定
住
の
受
け
皿
」
を
形

成
し
よ
う
と
す
る
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
が
、
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
展
開
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
（
総
務
省
、
二
〇
一
七
）。

こ
の
定
住
自
立
圏
構
想
の
制
度
に
関
す
る
骨
格
は
、
構
想
推
進
に
向
け
た
包
括
的
財
政
措
置
（
地
方
交
付
税
）
の
骨
格
も
含
め
、
連

携
中
枢
都
市
構
想
に
関
す
る
制
度
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
但
し
、
中
核
と
な
る
都
市
の
原
則
的
な
人
口
規
模
の
違
い
（
中
心
市
五

440



万
人
vs
連
携
中
枢
都
市
二
〇
万
人
）、
構
想
の
目
的
の
違
い
（
地
方
圏
へ
の
人
口
定
住
促
進
に
よ
る
圏
域
全
体
の
活
性
化
vs
一
定
の

圏
域
人
口
を
有
し
活
力
あ
る
社
会
経
済
を
維
持
す
る
た
め
の
拠
点
形
成
）、
実
現
手
法
の
違
い
（
協
定
vs
連
携
協
約
）
な
ど
が
両
構

想
に
あ
る
。

二
〇
一
八
年
二
月
一
三
日
現
在
の
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
の
取
組
状
況
を
み
て
み
る
と
、
二
〇
一
八

年
一
月
一
〇
日
現
在
で
、
宣
言
連
携
中
枢
都
市
数
三
〇
市
、
連
携
中
枢
都
市
圏
（
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
圏
域
）

数
二
四
圏
域
、
圏
域
を
構
成
す
る
市
町
村
数
二
一
一
市
町
村
（
市
町
村
数
は
延
べ
数
で
連
携
中
枢
都
市
含
む
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
連
携
中
枢
都
市
圏
二
四
圏
域
の
概
要
に
つ
い
て
は
総
務
省
（
二
〇
一
八
）
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
二
四
圏
域
の
う
ち
二
圏
域

は
二
都
市
が
宣
言
連
携
中
枢
都
市
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
総
務
省
（
二
〇
一
八
）
で
は
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
が
未
策

定
の
た
め
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二
〇
一
七
年
九
月
四
日
に
呉
市
が
宣
言
連
携
中
枢
都
市
と
な
り
、
一
〇
月
一
六
日
に
呉
市
と
近

隣
の
七
市
町
と
で
連
携
協
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
呉
市
を
連
携
中
枢
都
市
と
す
る
「
広
島
中
央
地
域
連
携
中
枢
都
市
圏
」
は
、
広

島
市
を
連
携
中
枢
都
市
と
す
る
「
広
島
広
域
都
市
圏
」
に
内
包
さ
れ
て
お
り
、
呉
市
を
含
め
た
八
市
町
は
広
島
市
を
連
携
中
枢
都
市

と
す
る
「
広
島
広
域
都
市
圏
」
の
連
携
市
町
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
つ
の
連
携
中
枢
都
市
圏
に
属
す
る
自
治
体
の
存
在
は
、

連
携
中
枢
都
市
圏
の
重
複
を
意
味
し
、
各
々
の
連
携
中
枢
都
市
圏
の
機
能
や
圏
域
に
お
け
る
活
力
あ
る
社
会
経
済
を
維
持
す
る
う
え

で
の
効
果
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
論
じ
な
い
が
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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二　

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
の
考
察

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
の
特
徴
は
、
⑴
中
央
政
府
で
あ
る
国
が
、
⑵
計
画
的
に
、
⑶
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
、
⑷
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
、
⑸
関
係
都
市
の
都
市
圏
形
成
に
係
る
連
携
協
約
に
基
づ
き
、
⑹
圏
域
全
体
の
持
続
的
発
展
を
め
ざ
し
て
い

る
点
に
あ
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
化
は
、
都
市
機
能
を
集
約
化
・
集
中
化
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
す
な
わ
ち
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
め
ざ
す
こ
と

を
意
味
す
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
概
念
や
定
義
や
指
標
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
（D

antzig and 

Saaty, 1973

：
海
道
、
二
〇
〇
一
：
小
松
、
二
〇
〇
六
：O

ECD
, 2012

：
沓
澤
、
二
〇
一
七
）。
最
大
公
約
数
的
に
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
概
念
を
ま
と
め
る
と
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
は
、「
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
を
防
ぎ
都
市
の
中
心
部
の
市
街
地
に
多
様
な

機
能
を
集
中
さ
せ
、
市
街
地
の
高
密
度
・
混
合
利
用
・
高
度
利
用
を
図
る
こ
と
で
、
市
街
地
の
活
性
化
と
都
市
全
体
の
環
境
負
荷
の

縮
減
化
が
行
わ
れ
て
い
る
都
市
」
を
意
味
す
る
。O

ECD

（2012

）
は
、D

antzig and Saaty

（1973

）
に
始
ま
る
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
を
巡
る
欧
米
で
の
議
論
を
整
理
し
た
う
え
で
、
主
要
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
指
標
を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
指
標
で
も
、

「
ど
れ
だ
け
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
を
防
ぎ
都
市
の
中
心
部
の
市
街
地
に
多
様
な
機
能
を
集
中
さ
せ
、
市
街
地
の
高
密
度
・
混
合
利

用
・
高
度
利
用
を
図
っ
て
い
る
か
」
を
表
す
コ
ン
パ
ク
ト
化
の
イ
ン
プ
ッ
ト
指
標
だ
け
で
は
な
く
、「
市
街
地
の
活
性
化
と
都
市
全

体
の
環
境
負
荷
の
縮
減
化
が
ど
れ
だ
け
達
成
さ
れ
て
い
る
の
か
」
を
表
す
コ
ン
パ
ク
ト
化
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
も
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
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コ
ン
パ
ク
ト
化
す
る
と
、
中
心
市
街
地
と
周
辺
地
域
と
を
連
結
す
る
公
共
交
通
体
系
が
必
要
と
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進

が
求
め
ら
れ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
は
、
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
推
進
要
綱
で
は
、
公
共
交
通
網
（
広
域
的
公
共
交
通
網

の
構
築
・
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
・
圏
域
内
の
基
幹
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
整
備
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ

も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、ノ
ー
ド
（
点
・
要
素
・
行
為
者
）、ノ
ー
ド
間
を
連
結
す
る
リ
ン
ク
（
辺
・
タ
イ
・
紐
帯
）
か
ら
な
り
、各
ノ
ー

ド
間
の
リ
ン
ク
の
有
無
や
リ
ン
ク
の
強
弱
や
リ
ン
ク
の
方
向
性
の
有
無
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
示
し
た
グ
ラ
フ
で
表
さ
れ
る
（
安

田
、
一
九
九
四
：Jackson, 2008

）。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
性
に
関
す
る
指
標
と
し
て
は
、
①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
き
さ
（size

）：

ノ
ー
ド
数
n
、
②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
範
囲
（range

）：
ノ
ー
ド
数
n
な
い
し
リ
ン
ク
数
t
、
③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
密
度
（density

）：

方
向
性
が
な
い
場
合2t/n

（n-1

）、
方
向
性
が
あ
る
場
合t/n

（n-1

）
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
（
安
田
、
一
九
九
四
、
三
四
─
三
五
頁
）。

こ
こ
で
、
総
務
省
（
二
〇
一
八
）
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
と
、
連
携
中
枢
都
市
圏
と
し
て
最
大
の
圏
域
（
圏
域
人
口
数
：
連
携
協
約

市
町
村
数
）
は
広
島
広
域
都
市
圏
（
二
、三
二
四
、七
五
六
人
：
二
四
市
町
）
で
、
次
い
で
北
九
州
都
市
圏
域
（
一
、三
九
四
、四
五
七

人
：
一
七
市
町
）
で
あ
る
。
広
島
広
域
都
市
圏
は
前
述
し
た
よ
う
に
広
島
中
央
地
域
連
携
中
枢
都
市
圏
を
内
包
し
て
い
る
点
か
ら
、

以
下
で
は
、
北
九
州
都
市
圏
域
を
事
例
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
測
定
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

総
務
省
「
平
成
二
七
年
国
勢
調
査
」
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
北
九
州
都
市
圏
域
の
一
七
市
町
（
北
九
州
市
、
直
方
市
、
行
橋
市
、

豊
前
市
、
中
間
市
、
宮
若
市
、
芦
屋
町
、
水
巻
町
、
岡
垣
町
、
遠
賀
町
、
小
竹
町
、
鞍
手
町
、
香
春
町
、
苅
田
町
、
み
や
こ
町
、
上

毛
町
、
築
上
町
）
と
圏
域
全
体
の
人
口
と
Ｄ
Ｉ
Ｄ
（D

ensely Inhabited D
istrict

：
人
口
集
中
地
区
）
人
口
に
関
す
る
平
成
二
二

年
国
勢
調
査
と
平
成
二
七
年
国
勢
調
査
と
の
人
口
増
減
率
を
み
る
と
プ
ラ
ス
な
の
は
行
橋
市
だ
け
で
、
Ｄ
Ｉ
Ｄ
人
口
増
減
率
で
み
る

と
北
九
州
都
市
圏
域
の
一
七
市
町
と
圏
域
の
全
て
で
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
そ
し
て
Ｄ
Ｉ
Ｄ
は
、
市
区
町
村
の
境
域
内
で
人
口
密
度
の
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高
い
基
本
単
位
（
原
則
と
し
て
人
口
密
度
が
四
〇
〇
〇
人
／
一
㎢
以
上
）
が
隣
接
し
て
、
そ
の
人
口
が
五
〇
〇
〇
人
以
上
と
な
る
地

域
で
あ
る
の
で
、
中
心
市
街
地
の
代
理
変
数
と
も
考
え
ら
れ
る
。
市
町
村
単
位
で
み
た
場
合
に
は
、
そ
の
行
政
区
域
内
の
人
口
増
減

率
よ
り
も
Ｄ
Ｉ
Ｄ
人
口
増
減
率
の
方
が
大
き
け
れ
ば
、
そ
の
市
町
村
は
コ
ン
パ
ク
ト
化
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
あ

る
市
町
村
に
お
い
て
、
人
口
増
減
率
も
Ｄ
Ｉ
Ｄ
人
口
増
減
率
も
マ
イ
ナ
ス
だ
と
し
て
も
、
行
政
区
域
全
体
の
人
口
減
少
よ
り
も
Ｄ
Ｉ

Ｄ
の
人
口
減
少
が
少
な
け
れ
ば
、
す
な
わ
ち
人
口
増
減
率＜

Ｄ
Ｉ
Ｄ
人
口
増
減
率
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
中
心
市
街
地
に
相
対
的
に

人
口
が
集
中
し
た
と
解
せ
る
の
で
あ
る
。
北
九
州
都
市
圏
域
で
こ
の
条
件
を
満
た
す
の
は
、
北
九
州
市
と
圏
域
全
体
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
北
九
州
市
と
圏
域
全
体
が
コ
ン
パ
ク
ト
化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
化

は
、
Ｄ
Ｉ
Ｄ
人
口
増
減
率
マ
イ
ナ
ス
人
口
増
減
率
で
測
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
北
九
州
都
市
圏
域
の
市
町
間
の
公
共
交
通
網
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
て
み
よ
う
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
き
さ
は
、

一
七
市
町
が
ノ
ー
ド
に
な
る
の
で
ノ
ー
ド
数
の
一
七
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
範
囲
は
リ
ン
ク
数
で
捉
え
る
が
、
リ
ン
ク
の
ウ

エ
ー
ト
を
加
味
し
て
、
市
町
間
の
公
共
交
通
に
よ
る
移
動
の
時
間
距
離
で
リ
ン
ク
を
考
え
る
。
北
九
州
都
市
圏
内
で
、
一
六
の
連
携

市
町
か
ら
連
携
中
枢
都
市
の
北
九
州
市
に
行
く
場
合
の
時
間
距
離
、
瀬
戸
内
海
側
の
七
連
携
市
町
（
行
橋
市
、
豊
前
市
、
香
春
町
、

苅
田
町
、
み
や
こ
町
、
上
毛
町
、
築
上
町
）
の
地
域
で
各
市
町
か
ら
中
心
市
町
と
考
え
ら
れ
る
行
橋
市
・
苅
田
町
に
行
く
場
合
の
時

間
距
離
、
日
本
海
側
の
九
連
携
市
町
（
直
方
市
、
中
間
市
、
宮
若
市
、
芦
屋
町
、
水
巻
町
、
岡
垣
町
、
遠
賀
町
、
小
竹
町
、
鞍
手
町
）

の
地
域
で
各
市
町
か
ら
中
心
市
町
と
考
え
ら
れ
る
直
方
市
・
中
間
市
に
行
く
場
合
の
時
間
距
離
に
つ
い
て
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
八

日
到
着
時
間
〇
八
：
一
五
の
設
定
で
「yahoo

路
線
情
報
」（https://transit.yahoo.co.jp/ 

二
〇
一
七
年
一
二
月
六
日
ア
ク
セ
ス
）

に
基
づ
き
急
行
な
ど
を
利
用
し
な
い
所
要
時
間
を
検
索
し
た
（google

検
索
で
は
市
町
の
中
心
地
が
バ
ス
停
の
場
合
に
バ
ス
停
か
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ら
連
携
中
枢
都
市
や
中
心
市
町
へ
の
時
間
距
離
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
）。
上
記
は
、
北
九
州
都
市
圏
を
圏
域
全
体
リ
ン
ク
・
瀬
戸

内
海
側
地
域
内
リ
ン
ク
・
日
本
海
側
地
域
内
リ
ン
ク
で
考
え
て
い
る
。
時
間
距
離
に
関
係
な
く
リ
ン
ク
数
を
考
え
る
と
、
圏
域
全
体

で
は
連
携
中
枢
都
市
の
北
九
州
市
と
各
連
携
市
町
と
の
リ
ン
ク
数
が
一
六
、
瀬
戸
内
海
側
地
域
内
で
は
中
心
市
町
で
あ
る
行
橋
市
・

苅
田
町
と
他
の
連
携
市
町
と
の
リ
ン
ク
数
（
一
〇
）
プ
ラ
ス
中
心
市
町
間
の
リ
ン
ク
数
（
一
）
の
合
計
の
リ
ン
ク
数
一
一
、
日
本
海

側
地
域
内
で
は
中
心
市
町
で
あ
る
直
方
市
・
中
間
市
と
他
の
連
携
市
町
と
の
リ
ン
ク
数
（
一
四
）
プ
ラ
ス
中
心
市
町
間
の
リ
ン
ク
数

（
一
）
の
合
計
の
リ
ン
ク
数
一
五
で
、
圏
域
全
体
リ
ン
ク
・
瀬
戸
内
海
側
地
域
内
リ
ン
ク
・
日
本
海
側
地
域
内
リ
ン
ク
の
リ
ン
ク
総

数
は
四
二
に
な
る
。
リ
ン
ク
を
時
間
距
離
六
〇
分
以
内
に
す
る
と
、
圏
域
全
体
リ
ン
ク
数
一
一
・
瀬
戸
内
海
側
地
域
内
リ
ン
ク
数
一

一
・
日
本
海
側
地
域
内
リ
ン
ク
数
一
三
の
リ
ン
ク
総
数
三
五
に
な
り
、
リ
ン
ク
を
時
間
距
離
四
五
分
以
内
に
す
る
と
、
圏
域
全
体
リ

ン
ク
数
八
・
瀬
戸
内
海
側
地
域
内
リ
ン
ク
数
八
・
日
本
海
側
地
域
内
リ
ン
ク
数
一
三
の
リ
ン
ク
総
数
二
九
に
な
る
。
こ
う
し
た
リ
ン

ク
数
は
、
北
九
州
都
市
圏
域
の
市
町
間
の
公
共
交
通
網
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
が
、
北
九
州
空
港
の
存
在
を
考
え
れ
ば
、

今
後
は
北
九
州
空
港
か
ら
各
市
町
ま
で
の
時
間
距
離
を
考
慮
す
る
必
要
も
あ
る
。

上
記
の
よ
う
な
形
で
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
測
定
し
た
う
え
で
、
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
に
係
る
地
方
交
付
税
措

置
が
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
九
州

都
市
圏
域
を
構
成
す
る
一
七
市
町
及
び
圏
域
全
体
の
持
続
可
能
性
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
入
手

可
能
な
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
の
政
策
効
果
を
検
証
で
き
る
。
現
時
点
で
は
、
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
の
取
組
み

が
二
〇
一
五
年
度
か
ら
な
さ
れ
た
点
か
ら
し
て
、
そ
の
政
策
効
果
を
検
証
す
る
ま
で
十
分
な
時
間
経
過
が
な
い
が
、
持
続
可
能
性
を

把
握
す
る
指
標
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。　
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人
口
が
減
少
し
続
け
る
社
会
や
地
域
は
持
続
可
能
で
な
い
と
い
う
視
点
か
ら
、人
口
の
再
生
産
力
に
着
目
し
た
増
田
（
二
〇
一
四
、

二
九
頁
）
は
、
人
口
移
動
が
収
束
し
な
い
場
合
に
お
い
て
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
四
〇
年
ま
で
の
間
に
二
〇
～
三
九
歳
の
女
性
人
口

が
五
割
以
下
に
減
少
す
る
地
方
自
治
体
を
消
滅
可
能
性
都
市
と
し
て
論
じ
た
。
地
方
創
生
施
策
で
も
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（K

ey 

Perform
ance Indicators

：
重
要
業
績
評
価
指
標
）
の
一
指
標
と
し
て
人
口
数
が
と
ら
れ
、
人
口
が
地
域
・
地
方
自
治
体
の
持
続

可
能
性
の
尺
度
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
人
口
関
連
の
持
続
可
能
性
を
把
握
す
る
指
標
と
し
て
は
、
総
人
口
、
生
産
年
齢
人
口
（
一
五

歳
以
上
六
五
歳
未
満
の
人
口
）、
Ｄ
Ｉ
Ｄ
人
口
、
男
女
別
の
特
定
年
齢
人
口
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
口
デ
ー
タ
は
総

務
省
「
国
勢
調
査
」
で
入
手
で
き
る
。
国
勢
調
査
年
で
な
い
年
の
人
口
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｄ
人
口
以
外
は
総
務
省
「
住
民

基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口
、
人
口
動
態
及
び
世
帯
数
」
で
、
ま
た
人
口
移
動
に
つ
い
て
は
総
務
省
「
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
」

で
入
手
で
き
る
。

地
域
・
地
方
自
治
体
の
経
済
的
な
意
味
で
の
持
続
可
能
性
の
尺
度
と
し
て
は
、
各
県
の
市
町
村
民
経
済
計
算
に
基
づ
く
市
町
村
内

総
生
産
や
市
町
村
民
所
得
の
絶
対
額
・
一
人
当
た
り
額
・
成
長
率
、
総
務
省
「
財
政
状
況
資
料
集
」
に
基
づ
く
市
町
村
別
の
財
政
力

指
数
や
実
質
公
債
費
比
率
お
よ
び
そ
の
変
化
率
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
地
域
・
地
方
自
治
体
の
環
境
面
で
の
持
続
可
能
性
の
尺
度
に

つ
い
て
は
、
環
境
省
「
全
国
レ
ベ
ル
で
整
備
・
提
供
さ
れ
て
い
る
地
域
環
境
情
報
」
に
お
い
て
市
町
別
に
整
備
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ

が
候
補
に
な
る
。「
一
般
廃
棄
物
処
理
実
態
調
査
結
果
」
に
基
づ
く
市
町
村
別
の
一
般
廃
棄
物
排
出
量
は
あ
る
が
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
に
つ
い
て
は
市
町
村
別
の
正
確
な
時
系
列
デ
ー
タ
は
現
時
点
で
は
入
手
が
難
し
い
。

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
が
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
に
寄
与
で
き
る
か
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
の
測
定
、
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
に
係
る
市
町
村
別
地
方
交
付
税
算
定
額
、
連
携
中
枢
都
市
圏
域
を
構
成
す
る
市
町
村
及
び
圏
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域
全
体
の
持
続
可
能
性
を
測
定
す
る
人
口
・
経
済
・
環
境
に
関
す
る
時
系
列
的
デ
ー
タ
が
必
要
と
な
る
。

三　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
連
携
中
枢
都
市
圏
の
実
態
把
握
を
通
し
て
、
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
が
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
に
寄
与
で
き
る
か

を
検
討
す
る
た
め
の
考
察
を
行
っ
た
。
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
各
事
業
に
つ
い
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
各
々
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
が
「
経
済
成
長
の
け
ん
引
」、「
高
次
都
市
機
能
の
集
積
・
強
化
」
及
び
「
生
活
関
連
機
能
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

に
い
か
に
結
び
つ
き
、
最
終
的
な
結
果
と
し
て
、
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
が
一
定
の
圏
域
人
口
を
有
し
活
力
あ
る
社
会
経
済
を
維
持

す
る
た
め
の
拠
点
形
成
に
寄
与
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
に
つ
い
て
は
、「
農
村
部
町
村
や
地
方
中
小
都
市
か
ら
連
携
中
枢
都
市
へ
の
人
口
流
出
を
強
化
す
る
」（
森

川
、
二
〇
一
六
、
六
一
頁
）
と
い
っ
た
指
摘
や
、
プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
面
か
ら
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
が
あ
る
と
い
っ
た

指
摘
（
鈴
木
、
二
〇
一
六
）
な
ど
課
題
は
あ
る
。
し
か
し
、
市
町
村
の
自
由
意
志
で
合
意
し
た
連
携
協
約
を
基
に
形
成
さ
れ
た
連
携

中
枢
都
市
圏
が
一
つ
の
都
市
圏
と
し
て
独
立
し
た
都
市
圏
と
な
り
、
独
立
し
た
都
市
圏
が
近
接
の
独
立
し
た
都
市
圏
と
自
然
発
生
的

に
協
力
関
係
と
補
完
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
に
係
る
都
市
圏
連
盟
・
協
議
会
を
形
成
し
て
、
自
ら

の
都
市
圏
と
と
と
も
に
都
市
圏
連
盟
の
持
続
的
発
展
を
め
ざ
し
て
い
け
れ
ば
、
新
た
な
多
心
型
都
市
圏
を
創
発
で
き
る
可
能
性
も
あ

る
。
そ
う
し
た
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
よ
る
多
心
型
都
市
圏
の
形
成
は
、
行
政
管
轄
区
を
超
え
た
地
域
連
邦
政
府
機
構
を
生
み
出
す
点

で
、W

agner and Y
okoyam

a

（2013

）
の
連
邦
主
義
と
多
中
心
主
義
に
関
す
る
議
論
に
つ
な
が
る
。
こ
の
点
で
、
連
携
中
枢
都
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市
圏
が
他
の
連
携
中
枢
都
市
圏
と
自
然
発
生
的
に
協
力
関
係
と
補
完
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
地
域
連
邦
政
府
機
構
を
生
み

出
す
方
向
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
道
州
制
の
人
工
的
な
設
計
と
は
異
な
る
広
域
圏
の
議
論
と
な
る
。
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